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(57)【要約】

【課題】  符号誤りが頻発した場合でも伝送路の伝送ビ

ットレートを大きくすることを必要とせず、復号化装置

に大きなサイズのメモリを必要とせず、そして、予期で

きない再送が頻発した場合でも、リアルタイム性の確保

が容易な信号符号化、復号化方法、これらの方法を実施

する装置およびプログラムを提供する。

【解決手段】  ディジタル信号をフレーム毎に２以上の

特徴量に分析して、各特徴量の量子化値に対応する符号

を含むパケットを出力する信号符号化方法において、再

送要求信号が入力された場合、符号誤りの影響の大きい

特徴量程その量子化値に対応する符号を符号誤りの影響

のより小さい特徴量より優先して出力する信号符号化方

法および信号復号化方法、この方法を実施する装置およ

びプログラム。



【特許請求の範囲】

【請求項１】  ディジタル信号をフレーム毎に２以上の

特徴量に分析し、各特徴量の量子化値に対応する符号を

含むパケットを出力する信号符号化方法において、

再送要求信号が入力された場合、符号誤りの影響の大き

い特徴量程その量子化値に対応する符号を符号誤りの影

響のより小さい特徴量より優先して出力することを特徴

とする信号符号化方法。

【請求項２】  請求項１に記載される信号符号化方法に

おいて、

ディジタル信号をフレーム単位で符号化した符号列を優

先度の異なる複数クラスのサブ符号列に分割することを

特徴とする信号符号化方法。

【請求項３】  請求項２に記載される信号符号化方法に

おいて、

符号誤りの復号信号への影響のより大きい特徴量の符号

を高優先度クラスに含め、符号誤りの復号信号への影響

のより小さい特徴量の符号を低優先度クラスに含めるこ

とを特徴とする信号符号化方法。

【請求項４】  請求項３に記載される信号符号化方法に

おいて、

再送要求情報が入力されない場合は未送信のサブ符号列

を出力し、高優先度クラスのサブ符号列の再送要求情報

が入力された場合は当該サブ符号列を未送信の低優先度

クラスのサブ符号列の代わりに出力することを特徴とす

る信号符号化方法。

【請求項５】  ２以上の各特徴量の量子化値に対応する

符号を含むパケットから各符号に対応する各特徴量に基

づいてディジタル信号をフレーム毎に再生する信号復号

化方法において、

パケットの誤り検出を行ない誤りが検出された場合に再

送要求信号を出力し、符号誤りの影響の大きい特徴量程

その量子化値に対応する符号を符号誤りの影響のより小

さい特徴量の符号より優先して格納されたパケットが入

力されたとき、符号誤りの影響のより大きい特徴量を使

用してディジタル信号をフレーム毎に再生することを特

徴とする信号復号化方法。

【請求項６】  ２以上の各特徴量の量子化値に対応する

符号を含むパケットから各符号に対応する各特徴量に基

づいてディジタル信号をフレーム毎に再生する信号復号

化方法において、

符号誤りの影響の大きい特徴量程その量子化値に対応す

る符号を符号誤りの影響のより小さい特徴量より優先し

て符号の誤り検出を行い、誤りが検出された場合に再送

要求信号を出力し、再送されたパケットに含まれた符号

を使用してディジタル信号をフレーム毎に再生すること

を特徴とする信号復号化方法。

【請求項７】  ディジタル信号をフレーム単位で２以上

の特徴量に分析してそれぞれ符号化した符号列を複数の

サブ符号列に分割して蓄積し、指示されるサブ符号列を

出力する符号列分割蓄積部と、入力されたサブ符号列を

含むパケットを構成して出力するパケット構成部と、符

号列分割蓄積部から出力するサブ符号列を符号列分割蓄

積部に対して指示する送信制御部とを有する信号符号化

装置において、

符号列分割蓄積部においては符号列を優先度の異なる複

数クラスのサブ符号列に分割するものであり、

送信制御部は、符号列分割蓄積部に対して再送要求情報

が入力されない場合は符号列分割蓄積部に蓄積されてい

る未送信のサブ符号列を出力する指示をし、高優先度ク

ラスのサブ符号列の再送要求情報が入力された場合は当

該サブ符号列を未送信の低優先度クラスのサブ符号列の

代わりに出力する指示をするものであることを特徴とす

る信号符号化装置。

【請求項８】  請求項７に記載される信号符号化装置に

おいて、

符号列分割蓄積部は符号列を優先度の異なる複数クラス

のサブ符号列に分割するに際して符号誤りの復号信号へ

の影響のより大きい特徴量の符号を高優先度クラスに含

め、符号誤りの復号信号への影響のより小さい特徴量の

符号を低優先度クラスに含めるものであることを特徴と

する信号符号化装置。

【請求項９】  入力されたパケットの誤り検出を行うこ

とにより再送要求の必要性を判断する再送要求制御部、

再送要求制御部から出力されたパケットを蓄積し、蓄積

されたパケットから必要なサブ符号列を取り出し、更

に、複数のサブ符号列からフレーム単位の符号列を構成

し、これを出力する符号列結合構成部、符号列結合蓄積

部に対して符号列出力命令情報を出力する出力制御部を

有する信号復号化装置において、

再送要求制御部は、入力されたパケットの誤りを検出し

ない場合は当該パケットに含まれるサブ符号列の再送要

求情報を出力せず符号列結合蓄積部に対して当該パケッ

トを出力し、入力されたパケットに誤りを検出した場合

は符号列結合蓄積部に対して当該パケットを出力せずに

当該パケットに含まれるサブ符号列の再送要求情報を出

力するものであり、

符号列結合構成部は、或るフレームの符号列を出力する

場合において、これの一部となるべき低優先度クラスの

サブ符号列が蓄積されていない場合は、蓄積されている

サブ符号列のみで出力符号列を構成するものであること

を特徴とする信号復号化装置。

【請求項１０】  再送要求情報を受取り次第、送信制御

部がその再送要求の対象がより高優先度クラスのサブ符

号列のものであるか、より低優先度クラスのサブ符号列

のものであるかを判断し、

再送要求が低優先度クラスのサブ符号列である場合は、

符号列分割蓄積部が未送出の蓄積順序通りのサブ符号列

を出力し、

次いで、パケット構成部がこのサブ符号列を含むパケッ
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トを構成して出力し、再送要求が高優先度クラスのサブ

符号列である場合は符号列分割蓄積部が未送出の蓄積順

序通りの低優先度クラスのサブ符号列の代わりに当該サ

ブ符号列を出力し、

次いで、パケット構成部がこのサブ符号列を含むパケッ

トを構成して出力することを実行させる信号符号化プロ

グラム。

【請求項１１】  再送要求情報を受取り次第、送信制御

部が未送出の蓄積順序通りの低優先度クラスのサブ符号

列の代わりに当該サブ符号列を符号列分割蓄積部に対し

て出力し、

パケット構成部がこのサブ符号列を含むパケットを構成

出力することを実行させる信号符号化プログラム。

【請求項１２】  再送要求制御部が入力されたパケット

に伝送誤りが含まれるか否かを検出し、

伝送誤りが検出された場合は、再送要求制御部がサブ符

号列を特定する再送要求情報を出力し、

伝送誤りが検出されなかった場合は、符号列結合蓄積部

がこれに向けて出力されたパケットからサブ符号列を取

り出し蓄積し、

符号列結合蓄積部がフレーム毎のサブ符号列がすべて揃

ったか否かを判断し、フレーム毎のサブ符号列がすべて

揃った時点で符号列結合蓄積部がサブ符号列を結合して

符号列を構成し、

出力制御部が符号列結合蓄積部から符号列を蓄積された

順序通りに出力する符号列出力命令情報を出力すること

を実行させる信号復号化プログラム。

【請求項１３】  再送要求制御部が伝送誤りが発生した

パケットに含まれるサブ符号列の再送要求情報を出力す

るか否かを判定し、

パケットに含まれるサブ符号列がより高優先度クラスの

サブ符号列である場合再送要求制御部が再送要求情報を

出力し、

符号列結合蓄積部がより高優先度クラスのサブ符号列を

含むパケットの入力された後、一定時間を経たか否かを

判断し、

高優先度クラスのサブ符号列を含むパケットの入力され

た後、一定時間を経たところで、出力制御部が符号列を

構成して出力することを実行させる信号復号化プログラ

ム。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】この発明は、信号符号化方法

および信号復号化方法、これらの方法を実施する装置お

よびプログラムに関し、特に、符号誤りが頻発した場合

でも、伝送路の伝送ビットレートを大きくすることを必

要とせず、復号化装置に大きなサイズのメモリを必要と

せず、そして、予期できない再送が頻発した場合でも、

リアルタイム性の確保が容易な信号符号化方法および信

号復号化方法、これらの方法を実施する装置およびプロ

グラムに関する。

【０００２】

【従来の技術】近年、ファイル転送およびデータ転送の

みならず、リアルタイム性を要求される一般通話の音響

信号通信も、インターネットプロトコルその他の情報通

信ネットワークプロトコルによる再送伝送方法で実施す

る様になってきている。このパケット通信による音響信

号通信においては、伝送路を効率的に利用することを目

的として、音響信号をディジタル化し、これを高能率に

圧縮するオーディオ符号化方法が採用されている。

【０００３】図７は、オーディオ符号化方法の一例であ

るＴｗｉｎＶＱ（周波数領域重み付けインタリーブベク

トル量子化）符号化の基本構成を示すブロック図であ

る。入力音響信号は、ディジタル化され、このディジタ

ル信号は以下の通りにフレーム毎に２以上の特徴量、即

ち、スペクトル包絡およびスペクトル残差に分析され

る。ディジタル化された入力音響信号は、フレーム分割

部１４において単位時間フレーム毎に区切られ、ＭＤＣ

Ｔ部１６において周波数領域信号に変換され、スペクト

ル包絡量子化部２１においてスペクトル包絡が計算され

量子化される。この量子化情報はスペクトル包絡パラメ

ータとして符号列生成部２０に送られる。周波数領域信

号は量子化されたスペクトル包絡によって除算２８され

て、スペクトル残差となる。スペクトル残差は残差量子

化部２９において重み付けインタリーブベクトル量子化

される。この量子化情報は残差パラメータとして符号列

生成部２０に送られる。符号列生成部２０においては入

力された各スペクトル残差パラメータに対応する符号が

合成され、ＴｗｉｎＶＱ符号列として出力される。

【０００４】ＴｗｉｎＶＱ符号化においては、実際は複

数の高度なスペクトル包絡分析と量子化を行なうが、こ

こにおいては、これらの内部を区別する必要がないた

め、簡略化し、スペクトル包絡量子化部２１を１ブロッ

クとして説明している。図８はオーディオ復号化方法の

一例であるＴｗｉｎＶＱ復号化の基本構成を示すブロッ

ク図である。入力されるＴｗｉｎＶＱ符号列は、符号列

分割部６２においてスペクトル包絡符号列とスペクトル

残差符号列に分割される。スペクトル逆量子化部６３に

おいては、スペクトル包絡符号列が入力されて逆量子化

され、スペクトル包絡パラメータが出力される。残差逆

量子化部６４においては、スペクトル残差符号列が入力

されて逆量子化され、スペクトル残差パラメータが出力

される。スペクトル残差パラメータには、スペクトル包

絡パラメータが乗算６５されて周波数領域信号が合成さ

れ、逆ＭＤＣＴ部５８に入力される。逆ＭＤＣＴ部５８

においては周波数領域信号が単位時間毎の復号信号に変

換され、フレーム構成部６１で合成されて復号ディジタ

ル音響信号が出力される図９を参照してＴｗｉｎＶＱ符

号化について更に説明するに音響信号符号化装置は、残

差係数を得る手段（１４、１５、１６、１８、２１、２
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２）、スペクトル残差計算手段（２３）、微細構造量子

化手段（２５）、スペクトル残差正規化手段（２６）と

を有し、音響信号を入力してそのスペクトル包絡を表す

情報と、量子化微細構造係数情報と、量子化残差係数概

形情報とを出力する。即ち、残差係数を得る手段は、フ

レーム単位の入力音響信号から残差係数の包絡を表す情

報を算出し、そのスペクトル包絡を表す情報を出力する

と共にそのスペクトル包絡を表す情報を使用して周波数

特性の概形が平坦化された周波数領域の残差係数を算出

する。スペクトル残差正規化手段（２６）は残差係数を

予測スペクトル残差で正規化して微細構造係数を算出す

る。微細構造量子化手段（２５）は微細構造係数を量子

化して量子化微細構造係数情報を出力する。スペクトル

残差計算手段（２３）は残差係数が入力され、予測スペ

クトル残差を算出し、この予測スペクトル残差を量子化

して量子化残差係数概形情報を出力する。次いで、Ｔｗ

ｉｎＶＱ復号化について説明するに、音響信号復号化装

置は逆量子化手段（５１）、スペクトル残差逆正規化手

段（５４）、スペクトル残差計算手段（５５）、逆平坦

化手段（５６、５７、５８、５９、６１）を有し、スペ

クトル包絡を表わす情報と、量子化残差係数概形情報

と、量子化微細構造係数情報とをフレーム毎に入力し、

再生音響信号を出力する。即ち、逆量子化手段（５１）

は量子化微細構造係数を微細構造係数に再生する。スペ

クトル残差計算手段（５５）は、量子化スペクトル残差

情報をスペクトル残差に再生する。スペクトル残差逆正

規化手段（５４）は、再生された微細構造係数をスペク

トル残差で正規化して残差係数を再生する。逆平坦化手

段（５６、５７、５８、５９、６１）はスペクトル包絡

を表す情報と再生された残差係数から、その残差係数に

音響信号の周波数特性の概形が与えられた時間領域の音

響信号を再生する（詳細は特許第３０８７８１４号公報

参照）。

【０００５】以上のディジタル信号の復号化において

は、復号化の入力符号列に符号誤りが発生した場合には

復号信号に歪が生じるが、通常、この歪の度合いは各量

子化パラメータやその中での符号位置によって異なる。

即ち、ＴｗｉｎＶＱ符号化および復号化において、スペ

クトル包絡符号列を構成する符号に符号誤りが存在する

場合、復号信号への影響、即ち、復号信号の歪の度合い

は、スペクトル残差符号列を構成する符号に符号誤りが

存在する場合の復号信号の歪の度合いと比較して大き

い。

【０００６】ＴｗｉｎＶＱ符号列を再送伝送方法のパケ

ット通信で伝送する場合、例えば、各フレームの符号列

を４つのサブ符号列に分割してパケットを構成する。サ

ブ符号列構成の一例を図１０に示す。図１０はＴｗｉｎ

ＶＱ符号化を１フレーム行う場合の例である。入力音響

信号はＴｗｉｎＶＱ符号化され、符号列＃１が得られ

る。この符号列はサブ符号列＃１Ａ、＃１Ｂ、＃１Ｃ、

＃１Ｄに分割される。通常の再送伝送方法においては、

結果として誤りのない伝送を行うため、サブ符号列構成

時において符号誤り時の歪の度合いを考慮する必要はな

い。

【０００７】一般に、パケット通信においては、受信側

は誤りが検出されたパケットについて、送信側に当該パ

ケットの再送を要求することにより、結果的に誤りのな

い伝送を実現する。以下、図を用いて従来の再送伝送方

法を説明する。図１はパケット再送を実施する信号符号

化装置を説明するブロック図である。符号列分割蓄積部

７１には入力端子７０を介してディジタル信号をフレー

ム単位で符号化した符号列が入力され、複数のサブ符号

列に分割されて蓄積される。蓄積されているサブ符号列

は、送信制御部７３から入力されるサブ符号列出力命令

情報に従って出力される。

【０００８】パケット構成部７２においては、入力され

たサブ符号列に誤り検出符号その他の情報が付加された

パケットが構成され、出力される。送信制御部７３は、

再送要求情報が入力されない場合は、符号列分割蓄積部

７１に蓄積されているサブ符号列を蓄積された順序通り

に出力すべきサブ符号列出力命令情報を出力し、再送要

求情報が入力された場合は、先のサブ符号列の蓄積順序

通りの出力を中断し、指定されたサブ符号列を出力すべ

きサブ符号列出力命令情報を出力する。

【０００９】図２は再送伝送方法を実施する信号復号化

装置を示すブロック図である。再送要求制御部８１に

は、信号符号化装置から出力されたパケットが伝送路を

介して入力端子８０から入力され、これに含まれる誤り

検出符号によりパケットの伝送誤りの検出が行なわれ

る。伝送誤りが検出された場合は、これに含まれるサブ

符号列が特定することができる再送要求情報を出力す

る。伝送誤りが検出されなかった場合は、パケットは符

号列結合蓄積部８２に向けて出力される。符号列結合蓄

積部８２においては、入力されたパケットからサブ符号

列が取り出されて蓄積され、フレーム毎のサブ符号列が

すべて揃った時点で結合され、符号列が構成される。構

成された符号列は出力制御部８３から符号列出力命令情

報に従って出力される。出力制御部８３は、符号列結合

蓄積部８２から符号列が蓄積された順序通りに出力すべ

き符号列出力命令情報を出力する。

【００１０】ここで、再送要求情報には、再送を要求す

るサブ符号列を特定する情報、例えば、サブ符号列の番

号を示す情報が含まれており、信号符号化装置の送信制

御部７３においてその情報により再送対象のサブ符号列

を特定する。図３は図１に示した信号符号化装置により

ＴｗｉｎＶＱ符号列を３フレーム分符号化して伝送し、

図２に示した信号復号化装置により受信したパケットを

復号化してＴｗｉｎＶＱ符号列とする場合のタイミング

図である。この図３はパケット＃１ｂ、＃２ａ、＃３ａ

に伝送誤りが発生した場合の例である。
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【００１１】パケット＃１ｂ、＃２ａ、＃３ａについて

は、信号復号化装置において受信時に再送要求制御部８

１からこれらのパケットに含まれるサブ符号列の再送要

求情報が出力される。信号符号化装置において、送信制

御部７３は、再送要求情報を受取り次第、未送出の蓄積

順序通りのサブ符号列の出力を中断し、再送要求された

サブ符号列の出力をすべきサブ符号列出力命令を出力す

る。この結果、パケット構成部７２には、未送出の蓄積

順序通りのサブ符号列の入力が中断され、再送対象のサ

ブ符号列が入力されることから、このサブ符号列を含む

パケットが構成されて出力される。この図３において

は、サブ符号列＃１Ｂを再送するので、本来サブ符号列

＃１Ｄを含むパケット＃１ｄを送信するタイミング、即

ち＃１ｃの次に、サブ符号列＃１Ｂを含むパケット＃１

ｂ’を送信する。同様に、＃２ｂの次に＃２ａ’を送信

し、＃３ｂの次に＃３ａ’を送信する。

【００１２】

【発明が解決しようとする課題】以上の通り、従来の再

送伝送方法においては、伝送路上で符号誤りが発生した

場合は、実際に伝送するパケット数が符号列から構成さ

れる全パケット数よりもサブ符号列の再送に用いるパケ

ットの数だけ多くなる。符号化ビットレートよりも伝送

ビットレートが大きくなるところから、従来の再送伝送

方法を採用して信号のリアルタイム伝送を実現しようと

する場合、伝送路の誤り率および再送頻度を推定し、符

号化ビットレートよりも充分に大きなビットレートの伝

送路を用意する必要がある。

【００１３】そして、再送信のパケットを送信する度び

毎に１パケット分づつ遅延が増加することになるので、

充分に大きな伝送ビットレートが確保できない状態で通

信終了までリアルタイム性を確保するには、予め伝送路

の誤り率および再送頻度から通信終了時の最大遅延時間

を推定しておき、その時間分の符号列を符号列結合蓄積

部８２に貯めてから符号列の出力を開始する必要があ

る。これにより、莫大なサイズのメモリが必要となり、

リアルタイムとは言い難い遅延時間が生じる可能性があ

る。

【００１４】また、移動無線伝送の如き伝送において信

号復号化装置が電波が弱い場所に移動することにより、

伝送路上で符号誤りが予想以上に頻発する場合は、再送

が多く発生して要求伝送ビットレートが非常に大きくな

り、パケット未着によって復号信号の途切れが発生し、

リアルタイム性が失われる結果となる。この発明は、符

号誤りが頻発した場合でも、伝送路の伝送ビットレート

を大きくすることを必要とせず、復号化装置に大きなサ

イズのメモリを必要とせず、そして、予期できない再送

が頻発した場合でも、リアルタイム性の確保が容易な信

号符号化方法および信号復号化方法、これらの方法を実

施する装置およびプログラムを提供するものである。

【００１５】

【課題を解決するための手段】請求項１：ディジタル信

号をフレーム毎に２以上の特徴量に分析し、各特徴量の

量子化値に対応する符号を含むパケットを出力する信号

符号化方法において、再送要求信号が入力された場合、

符号誤りの影響の大きい特徴量程その量子化値に対応す

る符号を符号誤りの影響のより小さい特徴量より優先し

て出力する信号符号化方法を構成した。そして、請求項

２：請求項１に記載される信号符号化方法において、デ

ィジタル信号をフレーム単位で符号化した符号列を優先

度の異なる複数クラスのサブ符号列に分割する信号符号

化方法を構成した。

【００１６】また、請求項３：請求項２に記載される信

号符号化方法において、符号誤りの復号信号への影響の

より大きい特徴量の符号を高優先度クラスに含め、符号

誤りの復号信号への影響のより小さい特徴量の符号を低

優先度クラスに含める信号符号化方法を構成した。更

に、請求項４：請求項３に記載される信号符号化方法に

おいて、再送要求情報が入力されない場合は未送信のサ

ブ符号列を出力し、高優先度クラスのサブ符号列の再送

要求情報が入力された場合は当該サブ符号列を未送信の

低優先度クラスのサブ符号列の代わりに出力する信号符

号化方法を構成した。

【００１７】ここで、請求項５：２以上の各特徴量の量

子化値に対応する符号を含むパケットから各符号に対応

する各特徴量に基づいてディジタル信号をフレーム毎に

再生する信号復号化方法において、パケットの誤り検出

を行ない誤りが検出された場合に再送要求信号を出力

し、符号誤りの影響のより大きい特徴量程その量子化値

に対応する符号を符号誤りの影響のより小さい特徴量よ

り優先して格納されたパケットが入力されたとき、符号

誤りの影響のより大きい特徴量を使用してディジタル信

号をフレーム毎に再生する信号復号化方法を構成した。

【００１８】そして、請求項６：２以上の各特徴量の量

子化値に対応する符号を含むパケットから各符号に対応

する各特徴量に基づいてディジタル信号をフレーム毎に

再生する信号復号化方法において、符号誤りの影響の大

きい特徴量程その量子化値に対応する符号を符号誤りの

影響のより小さい特徴量より優先して符号の誤り検出を

行い、誤りが検出された場合に再送要求信号を出力し、

再送されたパケットに含まれた符号を使用してディジタ

ル信号をフレーム毎に再生する信号復号化方法を構成し

た。

【００１９】ここで、請求項７：ディジタル信号をフレ

ーム単位で２以上の特徴量に分析してそれぞれ符号化し

た符号列を複数のサブ符号列に分割して蓄積し、指示さ

れるサブ符号列を出力する符号列分割蓄積部７１と、入

力されたサブ符号列を含むパケットを構成して出力する

パケット構成部７２と、符号列分割蓄積部７１から出力

するサブ符号列を符号列分割蓄積部７１に対して指示す

る送信制御部７３とを有する信号符号化装置において、
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符号列分割蓄積部７１においては符号列を優先度の異な

る複数クラスのサブ符号列に分割するものであり、送信

制御部７３は、符号列分割蓄積部７１に対して再送要求

情報が入力されない場合は符号列分割蓄積部７１に蓄積

されている未送信のサブ符号列を出力する指示をすると

共に、高優先度クラスのサブ符号列の再送要求情報が入

力された場合は当該サブ符号列を未送信の低優先度クラ

スのサブ符号列の代わりに出力する指示をするものであ

る信号符号化装置を構成した。

【００２０】そして、請求項８：請求項７に記載される

信号符号化装置において、符号列分割蓄積部７１は符号

列を優先度の異なる複数クラスのサブ符号列に分割する

に際して、符号誤りの復号信号への影響のより大きい特

徴量の符号を高優先度クラスに含め、符号誤りの復号信

号への影響のより小さい特徴量の符号を低優先度クラス

に含めるものである信号符号化装置を構成した。また、

請求項９：入力されたパケットの誤り検出を行うことに

より再送要求の必要性を判断する再送要求制御部８１、

再送要求制御部８１から出力されたパケットを蓄積し、

蓄積されたパケットから必要なサブ符号列を取り出し、

更に、複数のサブ符号列からフレーム単位の符号列を構

成し、これを出力する符号列結合構成部８２、符号列結

合蓄積部８２に対して符号列出力命令情報を出力する出

力制御部８３を有する信号復号化装置において、再送要

求制御部８１は、入力されたパケットの誤りを検出しな

い場合は当該パケットに含まれるサブ符号列の再送要求

情報を出力せず符号列結合蓄積部８２に対して当該パケ

ットを出力し、入力されたパケットに誤りを検出した場

合は符号列結合蓄積部８２に対して当該パケットを出力

せずに当該パケットに含まれるサブ符号列の再送要求情

報を出力するものであり、符号列結合構成部８２は、或

るフレームの符号列を出力する場合において、これの一

部となるべき低優先度クラスのサブ符号列が蓄積されて

いない場合は、蓄積されているサブ符号列のみで出力符

号列を構成するものである信号復号化装置を構成した。

【００２１】ここで、請求項１０：再送要求情報を受取

り次第、送信制御部がその再送要求の対象がより高優先

度クラスのサブ符号列のものであるか、より低優先度ク

ラスのサブ符号列のものであるかを判断し、再送要求が

低優先度クラスのサブ符号列である場合は符号列分割蓄

積部が未送出の蓄積順序通りのサブ符号列を出力し、次

いでパケット構成部がこのサブ符号列を含むパケットを

構成して出力し、再送要求が高優先度クラスのサブ符号

列である場合は符号列分割蓄積部が未送出の蓄積順序通

りの低優先度クラスのサブ符号列の代わりに当該サブ符

号列を出力することを実行させる信号符号化プログラム

を構成した。

【００２２】そして、請求項１１：再送要求情報を受取

り次第、送信制御部が未送出の蓄積順序通りの低優先度

クラスのサブ符号列の代わりに当該サブ符号列を符号列

分割蓄積部に対して出力すべき指令をし、パケット構成

部がこのサブ符号列を含むパケットを構成出力すること

を実行させる信号符号化プログラムを構成した。また、

請求項１２：再送要求制御部が入力されたパケットに伝

送誤りが含まれるか否かを検出し、伝送誤りが検出され

た場合は、再送要求制御部がサブ符号列を特定する再送

要求情報を出力し、伝送誤りが検出されなかった場合は

符号列結合蓄積部がこれに向けて出力されたパケットか

らサブ符号列を取り出し蓄積し、符号列結合蓄積部がフ

レーム毎のサブ符号列がすべて揃ったか否かを判断し、

フレーム毎のサブ符号列がすべて揃った時点で符号列結

合蓄積部がサブ符号列を結合して符号列を構成し、出力

制御部が符号列結合蓄積部８２から符号列を蓄積された

順序通りに出力することを実行させる信号復号化プログ

ラムを構成した。

【００２３】更に、請求項１３：再送要求制御部が伝送

誤りが発生したパケットに含まれるサブ符号列の再送要

求情報を出力するか否かを判定すべき指令をし、パケッ

トに含まれるサブ符号列がより高優先度クラスのサブ符

号列である場合、再送要求制御部が再送要求情報を出力

すべき指令をし、符号列結合蓄積部がより高優先度クラ

スのサブ符号列を含むパケットの入力された後、一定時

間を経たか否かを判断すべき指令をし、高優先度クラス

のサブ符号列を含むパケットの入力された後、一定時間

を経たところで、出力制御部が符号列を構成して出力す

ることを実行させる信号復号化プログラムを構成した。

【００２４】

【発明の実施の形態】この発明の実施の形態を図の実施

例を参照して説明する。ここで、図１は信号符号化装置

のブロック図、図２は信号復号化装置のブロック図、図

４は符号列分割蓄積部におけるＴｗｉｎＶＱ符号列のサ

ブ符号列構成を示す図、図５は３フレーム分符号化して

伝送されたＴｗｉｎＶＱ符号列のパケットを復号化して

ＴｗｉｎＶＱ符号列とする場合のタイミング図である。

図４を参照するに、伝送されるスペクトル包絡パラメー

タおよびスペクトル残差パラメータについて符号誤り時

の歪の度合いを考慮し、符号列分割蓄積部において、ス

ペクトル残差パラメータと比較して符号誤りの影響のよ

り大きなスペクトル包絡パラメータを高優先度クラスと

したサブ符号列とし、スペクトル包絡パラメータと比較

して符号誤りの影響のより小さな残差パラメータを低優

先度クラスとしたサブ符号列の構成を行う。ここで、伝

送されるパラメータ毎に異なる優先度で伝送する仕方に

ついては、特許第３２１２１２３号公報の段落番号［０

０４４］ないし段落番号［００４９］に記載されてい

る。

【００２５】図１を参照するに、符号列入力端に入力さ

れたＴｗｉｎＶＱ符号列はスペクトル残差パラメータと

比較して符号誤り時の復号信号の歪の度合いの大きいス

ペクトル包絡パラメータにより構成される高優先度クラ
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スのサブ符号列＃１Ａと、スペクトル包絡パラメータと

比較して符号誤り時の復号信号の歪の度合いの小さい残

差パラメータにより構成される低優先度クラスのサブ符

号列＃１Ｂ、＃１Ｃ、＃１Ｄの合計４つのサブ符号列に

分割される。図５を参照するに、これはパケット＃１

ｂ、＃２ａ、＃３ａに伝送誤りが発生した場合の例であ

る。パケット＃１ｂ、＃２ａ、＃３ａについては、信号

復号化装置において受信時に再送要求制御部８１からこ

れらのパケットに含まれるサブ符号列の再送要求情報が

出力される。

【００２６】信号符号化装置においては、送信制御部７

３が再送要求情報を受取り次第、その再送要求の対象が

高優先度クラスのサブ符号列のものであるか、低優先度

クラスのサブ符号列のものであるかを判断する。再送要

求が低優先度クラスのサブ符号列である場合は、再送要

求がない場合と同様に未送出の蓄積順序通りのサブ符号

列を出力する様に符号列分割蓄積部７１に指示が出さ

れ、パケット構成部７２はこのサブ符号列を含むパケッ

トを構成して出力する。

【００２７】図５においては、受信パケット＃１ｂに誤

りが検出されたためにサブ符号列＃１Ｂの再送が要求さ

れているが、このサブ符号列は低優先度であるので再送

信は行われず、未送出の蓄積順序通りのサブ符号列＃１

Ｄに対応するパケット＃１ｄが出力されている。再送要

求が高優先度クラスのサブ符号列である場合は、未送出

の蓄積順序通りの低優先度クラスのサブ符号列の代わり

に当該サブ符号列を出力する様に符号列分割蓄積部７１

に指示が出され、パケット構成部７２においてはこのサ

ブ符号列を含むパケットが構成されて出力される。

【００２８】この図５においては、受信パケット＃２ａ

に誤りが検出されたためにサブ符号列＃２Ａの再送が要

求され、このサブ符号列は高優先度であるため未送出の

蓄積順序通りのサブ符号列＃２Ｃの代わりに＃２Ａが再

度パケット構成部７２に出力され、サブ符号列＃２Ａに

対応するパケット＃２ａ’が出力される。また、同様

に、サブ符号列＃３Ｃの代わりにサブ符号列＃３Ａが再

度パケット化され、＃３ａ’が出力される。信号復号装

置においては、誤りが発生した低優先度クラスのサブ符

号列＃１Ｂと、代わりに高優先度クラスのサブ符号列の

再送のために送信されない低優先度クラスのサブ符号列

＃２Ｃ、＃３Ｃについては、信号復号化装置の符号列結

合蓄積部８２に入力されることはない。このため、出力

制御部８３は、高優先度クラスのサブ符号列を含むパケ

ットが符号列結合蓄積部８２に入力された後、一定時間

を経ても入力されない低優先度クラスのサブ符号列を含

むパケットについてはこれを無視して、低優先度クラス

のサブ符号列が欠けた状態で符号列を構成して出力す

る。即ち、フレーム＃１についてはサブ符号列＃１Ａ、

＃１Ｃ、＃１Ｄ、フレーム＃２についてはサブ符号列＃

２Ａ、＃２Ｂ、＃２Ｄ、フレーム＃３についてはサブ符

号列＃３Ａ、＃３Ｂ、＃３Ｄによって符号列が構成され

て出力される。

【００２９】以上の通り、この実施形態の信号符号化装

置および信号復号化装置により符号列伝送を行った場

合、伝送誤りの発生したパケット数によらず全伝送パケ

ット数は一定であることから、伝送路状態によって伝送

ビットレートが増大してしまうことはない。そして、再

送パケットの送信により遅延時間が累積されて行くこと

がないので、信号復号装置に大きなメモリを準備してお

く必要はない。また、伝送誤りが頻発したとしても伝送

ビットレートは増大しないので、リアルタイム性が失わ

れることは無い。ここで、第２の実施例を図１、図２、

図６を参照して説明する。図１は信号符号化装置のブロ

ック図、図２は信号復号化装置のブロック図、図６は信

号符号化装置によりＴｗｉｎＶＱ符号列を３フレーム分

符号化して伝送し、信号復号化装置により受信したパケ

ットを復号化してＴｗｉｎＶＱ符号列とする場合のタイ

ミング図である。

【００３０】この第２の実施例の符号列分割蓄積部７１

におけるＴｗｉｎＶＱ符号列のサブ符号列構成は、第１

の実施例と同一であるので、その説明を省略する。図６

のタイミング図はパケット＃１ｂ、＃２ａ、＃３ａに伝

送誤りが発生した場合の例である。信号復号化装置の再

送要求制御部８１は、伝送誤りが発生したパケットに含

まれるサブ符号列の再送要求情報を出力するか否かを判

定する。パケット＃１ｂについては、これに含まれるサ

ブ符号列＃１Ｂは低優先度クラスのサブ符号列であるの

で、再送要求情報は出力されない。パケット＃２ａ、＃

３ａについては、これに含まれるサブ符号列＃２Ａ、＃

３Ａは高優先度クラスのサブ符号列であるので、再送要

求情報が出力される。

【００３１】信号符号化装置においては、送信制御部７

３が再送要求情報を受取り次第、未送出の蓄積順序通り

の低優先度クラスのサブ符号列の代わりに当該サブ符号

列を出力する様に符号列分割蓄積部７１に指示が出さ

れ、パケット構成部７２においてはこのサブ符号列を含

むパケットが構成されて出力される。図６においては受

信パケット＃２ａに誤りが検出されたためにサブ符号列

＃２Ａの再送が要求され、このサブ符号列は高優先度で

あるので未送出の蓄積順序通りのサブ符号列＃２Ｃの代

わりに＃２Ａが再度パケット構成部７２に出力され、サ

ブ符号列＃２Ａに対応するパケット＃２ａ’が出力され

る。同様にして、サブ符号列＃３Ａがサブ符号列＃３Ｃ

の代わりに再度パケット化され、＃３ａ’が出力され

る。

【００３２】信号復号化装置においては、誤りが発生し

た低優先度クラスのサブ符号列＃１Ｂと、代わりに高優

先度クラスのサブ符号列の再送のために送信されない低

優先度クラスのサブ符号列＃２Ｃ、＃３Ｃについては、

信号復号化装置の符号列結合蓄積部８２に入力されるこ
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とはない。これにより、出力制御部８３は、高優先度ク

ラスのサブ符号列を含むパケットが符号列結合蓄積部８

２に入力された後、一定時間を経ても入力されない低優

先度クラスのサブ符号列を含むパケットについては、こ

れを無視して、低優先度クラスのサブ符号列が欠けた状

態で符号列を構成して出力する。即ち、フレーム＃１に

ついてはサブ符号列＃１Ａ、＃１Ｃ、＃１Ｄ、フレーム

＃２についてはサブ符号列＃２Ａ、＃２Ｂ、＃２Ｄ、フ

レーム＃３についてはサブ符号列＃３Ａ、＃３Ｂ、＃３

Ｄにより符号列が構成されて出力される。

【００３３】以上の通りにして、この第２の実施例によ

り符号列伝送を行った場合も、伝送誤りの発生したパケ

ット数によらず全伝送パケット数は一定であることか

ら、伝送路状態によって伝送ビットレートが増大してし

まうことはない。そして、再送パケットの送信により遅

延時間が累積されていくことがないので、信号復号化装

置に大きなメモリを準備しておく必要はない。また、伝

送誤りが頻発したとしても伝送ビットレートは増大しな

いので、リアルタイム性が失われることは無い。以上の

信号送受信装置を電子計算機を主要な構成部材として構

成してもよい。そして、この発明を、ＣＤその他の記憶

媒体からダウンロードし或いは通信回線を介してダウン

ロードしたプログラムをこの電子計算機にインストール

して実施することができる。

【００３４】ここで、信号符号化装置の動作プログラム

を２通り示すと下記の通りである。再送要求情報を受取

り次第、送信制御部がその再送要求の対象がより高優先

度クラスのサブ符号列のものであるか、より低優先度ク

ラスのサブ符号列のものであるかを判断し、再送要求が

低優先度クラスのサブ符号列である場合は、符号列分割

蓄積部が未送出の蓄積順序通りのサブ符号列を出力し、

次いで、パケット構成部７２がこのサブ符号列を含むパ

ケットを構成して出力し、再送要求が高優先度クラスの

サブ符号列である場合は、符号列分割蓄積部が未送出の

蓄積順序通りの低優先度クラスのサブ符号列の代わりに

当該サブ符号列を出力し、次いで、パケット構成部がこ

のサブ符号列を含むパケットを構成して出力することを

実行させる信号符号化プログラム。

【００３５】再送要求情報を受取り次第、送信制御部が

未送出の蓄積順序通りの低優先度クラスのサブ符号列の

代りに当該サブ符号列を符号列分割蓄積部に対して出力

し、パケット構成部がこのサブ符号列を含むパケットを

構成出力することを実行させる信号符号化プログラム。

次いで、信号復号化装置の動作プログラムを２通り示す

と下記の通りである。再送要求制御部が入力されたパケ

ットに伝送誤りが含まれるか否かを検出し、伝送誤りが

検出された場合は、再送要求制御部がサブ符号列を特定

する再送要求情報を出力し、伝送誤りが検出されなかっ

た場合は、符号列結合蓄積部がこれに向けて出力された

パケットからサブ符号列を取り出し蓄積し、符号列結合

蓄積部がフレーム毎のサブ符号列がすべて揃ったか否か

を判断し、フレーム毎のサブ符号列がすべて揃った時点

で符号列結合蓄積部がサブ符号列を結合して符号列を構

成し、出力制御部が符号列結合蓄積部から符号列を蓄積

された順序通りに出力する符号列出力命令情報を出力す

ることを実行させる信号復号化プログラム。

【００３６】再送要求制御部が伝送誤りが発生したパケ

ットに含まれるサブ符号列の再送要求情報を出力するか

否かを判定し、パケットに含まれるサブ符号列がより高

優先度クラスのサブ符号列である場合再送要求制御部が

再送要求情報を出力し、符号列結合蓄積部がより高優先

度クラスのサブ符号列を含むパケットの入力された後一

定時間を経たか否かを判断し、高優先度クラスのサブ符

号列を含むパケットの入力された後、一定時間を経たと

ころで、出力制御部が符号列を構成して出力することを

実行させる信号復号化プログラム。

【００３７】

【発明の効果】この発明によれば、伝送誤りが発生した

パケットが、高優先度クラスのサブ符号列を含むもので

あるか否かが判別され、高優先度クラスのサブ符号列を

含むパケットである場合のみ、そのパケットは本来送信

されるべき低優先度クラスの未送信サブ符号列を含むパ

ケットの代わり再送信される。これにより、符号誤りが

頻発した場合でも伝送パケット数が増大せず常に符号化

パケット数と同一であることから、リアルタイム性を確

保するための高いビットレートの伝送路を必要とせず、

そして、復号化装置に大きなメモリを準備することを必

要とせず、また、再送の頻発によってもリアルタイム性

を失わない信号伝送を実現することができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】信号符号化装置を示すブロック図。

【図２】信号復号化装置を示すブロック図。

【図３】ＴｗｉｎＶＱ符号列のパケットを復号化してＴ

ｗｉｎＶＱ符号列とする従来のタイミング図。

【図４】ＴｗｉｎＶＱ符号列のサブ符号列構成を示す

図。

【図５】ＴｗｉｎＶＱ符号列のパケットを復号化してＴ

ｗｉｎＶＱ符号列とする場合のタイミング図。

【図６】ＴｗｉｎＶＱ符号列のパケットを復号化してＴ

ｗｉｎＶＱ符号列とする場合の他のタイミング図。

【図７】ＴｗｉｎＶＱ符号化の基本構成を示すブロック

図。

【図８】ＴｗｉｎＶＱ復号化の基本構成を示すブロック

図。

【図９】ＴｗｉｎＶＱ符号化を説明する図。

【図１０】サブ符号列構成を示す図。

【符号の説明】

７１  符号列分割蓄積部        ７２  パケット構成部

７３  送信制御部              ８１  再送要求制御部

８２  符号列結合構成部        ８３  出力制御部
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【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図７】
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【図６】

【図８】

【図９】
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【図１０】
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